


























 ２００６年８月  
  「研究活動の不正行為への対応のガイドラインについて」 
 ２００７年２月 文部科学大臣決定 
  「研究機関における公的研究費の管理・監査のガイドライン 




 ２０１４年２月 文部科学大臣決定 
  「研究機関における公的研究費の管理・監査のガイドライン 
  （実施基準）」改正 
 ２０１４年８月 文部科学大臣決定 









  ①ねつ造   
  ②改ざん   
  ③盗用 
 
 （ロ）特定不正行為以外の行為 
  ①不適切なオーサーシップ（第15条）  
































  ①ギフト・オーサーシップ 
 
  ②ゴースト・オーサーシップ 
 ディオバン事件 
    製薬会社の元社員が、社員としての身分を明らかにせず、
大学の非常勤講師としての肩書きのみで高血圧症治療薬
ディオバンの臨床研究論文全般に関わっていたという事案 
    →データのねつ造、改ざん、利益相反でも問題 














（https://www.jsps.go.jp/j-kousei/data/rinri.pdf） 66～67頁（2012年12月2日） 。 
 
 














* 日本学術振興会「科学の健全な発展のために」編集委員会 『科学の健全な発展のために－誠実な科学者の心得－【テキスト版】』 平成27年3月 


















  連結可能匿名化 
  連結不可能匿名化 
* 日本学術振興会「科学の健全な発展のために」編集委員会 『科学の健全な発展のために－誠実な科学者の心得－【テキスト版】』 平成27年3月
（ https://www.jsps.go.jp/j-kousei/data/rinri.pdf） 41～42頁（2012年12月2日） 。 
（7）研究不正の防止と告発 
城西大学・城西短期大学研究倫理委員会規程 
 不正行為の通報（8条、24条） 
 不正行為に関する窓口の設置（24条） 
 通報者等、調査協力者、対象研究者の保護（20条） 
 無責任な告発の禁止（20条） 
 倫理教育等の啓発活動（23条） 
研究倫理eラーニングの受講の義務化 
 
 
３．おわりに 
「城西大学・城西短期大学研究倫理規程」前文より 
 学術研究の自由と研究者の主体的な判断に基づく研究活動
が保障されなければならないが、これらは社会からの信頼と
負託を前提として、初めて社会的認知を得ることができるも
のである。 
 学術研究が、その健全で継続的な発展によってより豊かな
人間社会の実現に寄与するためには、研究者がその行動を
自ら厳正に律するための倫理規範を確立する必要がある。 
 城西大学は、建学の理念に立ち、本学の学術研究が将来に
わたって社会から多くの信頼と尊敬を得られるように努める
ことを宣言する。 
